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魔季体業申に中学生が小学ラ1夫 の学習会に参加 し、小学坐の学習支

援 を行う取組が、い くつかの中学校区で行われま した。「先輩募集」

「スチューデン トティーチャー」等のネーミングがつけられていて、

希督 した中学生が出身小学校 を訪れて後輩たちに教 えたり、生徒会

役員が狡区内の小学校 2校 で孝ええたりしています。中 |こ は、児童会
役員の 6年 生も低学年の支援に入 り、児童会 と生徒会が運動 した取
組とし・てヽヽる中学校区もあります。

[′ 1ヽ 学生】

〇中学生の先生⌒.、 やさしくわか りやす くお

しえて くれであ りが ど う。

(I)郡 活 とか勉強 とかでたい ^、 んなの 1■ 来て く

れていです こい と恙ヽヽ ます。私 も中学校に

な ったら嗜 ってみたい すす。

○中学生の人が優 しく教 えて くれて、家でや

るとぜったいわか らなかった問題がわか る

ようにな りま した。

○今 回は中学生が散 え
｀
てくれてすごく助か り

ま した。 自分が中学生になったらいつか来

たヽヽ と′嘔います。

〔中学生 ]

第三中校区 (いずみ野′」う  里予幌中疲区 (F予 1醗若醸小)

○すなおliや り方を聞いてくれて、 とくもう   中蝉 校区碗囃小) 申奥中校区 (中央小)

11し かったです。 ,ダ うすればわか りやす く

問題 を解 くことがて
｀
きるかを小学生と一緒

|〔 楽 しみながら考える (こ とができま したく、

間鍮 を解けてうれ しヽヽ とヽヽ う顔がとてもか

わい (て 、ヽヽやされま:し た。 自分の複習 li

もなり、ノ、とのつなが りも (゛ き、とてもヽヽ

ヽヽ 1日 |[な りtし_た 。 き・(よ かったなど′導   江陽中校区 (江別太小)   江陽中校区磯幌小)
いました。 ■れからも、 このようなことが

あれば参加 したヽヽと′哩います。今日はあ りがとつござ、ヽました。

(D小学生に数 えるのは、大変だったけど楽 しかったです。2年 生「も 3年 生 tち ゃんと話を
聞ヽヽて くれるし、.「力.ュ付」すして 1最 しい」とか 2年 生 |よ濯il睡台りに塩■っ

~で

く,れ てつれ しか った

です。わか りやす く短 く教えるのはとても大変なことだったけれど、小学生11教 えるこ

とで、自分` もた́に伝 える力とかポイントを整理する力とかを上げることができたと思い

ました。
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3つの中学校区が、え体み期間を利用 して部活動体験 を実施 しました。
大麻東中学校区では、 7月 29日 (月 )、 30日 (火 )に 8つ の部活動の体験会を計画 し
ました。 (雨 天のため 2つ の部活動は中止 となりま した。)一人 2つ までの部活動 を体験で
きるようにし、小学校の先生方 も帯同 して、子 どもたちの ,番 動の様子 を観察 し、声掛けを

行 う等 していま した。
第二中学校区では、 7月 31日 (水 )、 8月 1日 (木 )、  19日 (月 )に 8つ の部活動の
体験会 を行いま した。中体逹全:義大会に参加 していた女子バスケットボール部については、

え体み後半に体験会を設定 し、参加 したい児童が全て参加できるように していま した。

第二中学校区では、 3月 21日 (水)に 10種類の部活動の体験会 を行いま した。 1日
を二部制にして一人 3つ まで部活動を体験できるようにしていました。
どの中学校区も、小学生の中学校の部活動への期待や意欲:が 高まるように、小学生の経

験や技量に合わせた活動 となるように工夫 していました。

また、中学生が小学生の体験 メニューを考え、や り方を指導 したり、指示 したりしてい

て、とくも生き生きと活動 していま した。第二中学校区では、生徒会役員が当日の受付や

活動場所への誘導・引率を担当し、小学生がスムーズに部活動を体験できるように してヽヽ

ました。 このように、部活動体験は、中学生の自己肯定惑 ,自 己有用感を高める貴重な機

会 となっています。
さらに、′1ヽ学校の先生方が子 どもたちと一緒に混 じって岬活動の体験 をしたり、事業生

と競:技で対戦 したりする等、小学生や中学生の意欲が高まるような関わ り方をしている様

子 も見られました。
小学校生活と中学校生活での大きな違いの 1つが部活動であり、子 どもたちの興味関ミ

も高いです。それらを事前に体験 して部活動での「なりたい自分」 を考えられる機会は、

小学 6年生にとって貴重なものとな ります。「中 1ギ ャップ」の緩和や中学校生活への意欲
化につながる取組です。

大麻東中学校区の部活動体験 (なから バドミントン部 吹曇楽部 ノヾレーボール部 美術部)

第二中学校区の審隠 動体験 (在から 美術部 バレーボール審[ サッカー著β 吹羹楽郡)

第二中学校区の部活動体験 (左から 野球部 剣道部 パソコン部 受付をする生徒余役員)


